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1．はじめに 
短期大学部保育学科では平成 30 年度より「保育内容演習Ⅰ・Ⅱ」の授業を
新設し、学生に主体的に考え実践する力を養い、保育者としての力量を高め
るカリキュラムの開発を進めてきた。年間の授業計画の中に日常の保育場面
を想定した、子どもたちが遊んだり製作活動をする遊び場コーナーを計画・
準備・運営すること（キッズランド）や、歌や手遊び、クイズ、ペープサー
トやパネルシアター、人形劇や劇などの表現活動を創作し、地域の子どもや
保護者を学内に招いて発表会を行う内容（キッズシアター）の実践活動を取
り入れ、授業の柱としている。今年度は、学びの継承が生じるように学年間
のつながりを意識的に授業計画に取り入れてきた。本稿では、保育者として
の力量を高めるカリキュラムの開発に必要な知見を蓄積するため、主に、2
年目のキッズシアターに関する授業内容について報告を行う。 
 
2．2 年目の授業内容 
1)授業の目的と授業構想 
この授業は保育内容「表現」「言葉」「健康」「人間関係」「環境」の 5 領域
の内容を総合的に取り入れた幼児向けの表現活動を計画・実践するとともに
幼児への適切な指導方法の理解を目的とする。キッズシアターでは、5 領域
の保育内容を統合した歌や手遊び、クイズ、パネルシアター、人形劇、オペ
レッタ、演劇などの子どものための表現活動について具体的に創造しながら
体験的に学ぶことを目的に授業を展開した。 
2)研究上の倫理的配慮 
本研究において使用する学生の写真やレポートなどの記録物については当
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 該学生から紙面にて掲載許諾を
得ている。写真については来場
者個人が特定できない写真を掲
載している。なお、学生の学び
の記録は原文ではなく、個人が
特定できないよう抜粋し内容を
まとめたものである。 
 
3．キッズシアターの発表内容 
地域の子どもや保護者を大学
に招いて歌やオペレッタ、クイ
ズや人形劇、パネルシアターや
劇を発表したキッズシアターの
発表内容は以下のとおりであ
る。 
1)開催概要 
 日時：令和元年（2019）12
月 22 日（日）午前の部 10 時～
12 時／午後の部 14 時から 16
時 
 場所：本学 2 号館 2 階表現演習室（教室名変更・昨年度と同じ場所） 
2)広報活動 
12 月 22 日のキッズシアターの発表に向けては、保育所や幼稚園の保護者
に配布する案内チラシ（図１）を三役（学生全体を統括するリーダー）がと
りまとめる形で作成し、三役・学生間で協力して印刷作業を行った。チラシ
の配布は松江市教育委員会と松江市役所子育て部子育て支援課に協力をお願
いし、松江市内の認可保育所・認可幼稚園の各所園のボックスにキッズシア
ターのチラシを投函し、各保育所・幼稚園から家庭に配布していただいた。 
3)発表内容の詳細 
 学生が考えた「歌唱」「オペレッタ」「クイズ」「パネルシアター」「人形
劇」「劇」の 6 パートの発表内容は以下の通りである。 
(1)歌唱（図２） 
 歌唱は、「おかあさんといっしょ」などの子ども向けの歌を基本に、登場人
物のお姉さんたちが小学生の女の子や男の子になり、友達の家でクリスマス
パーティを行う内容である。子どもたちが友達の家に集まり、ケーキを作っ
たり、クリスマスパーティをするための飾りつけや準備をしながら、どんな
図 1.キッズシアターチラシ 
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 サンタさんが来るか、どんなプレ
ゼントかほしいかなどを話す中で
クリスマスを楽しみにする様子を
描いた台本を作成した。歌は「す
てきな日曜日」「サンタが街にや
ってくる」「ケーキをつくろう」
「ぼよよん行進曲」「あわてんぼ
うのサンタクロース」「わたしの
花」「きみに会えたから」の順で
構成した。また「あわてんぼうの
サンタクロース」の演奏の際には
クリスマスらしさを出すために、タンバリンやカスタネット、スズを使い、
ピアノとともに登場人物全員で演奏した。 
 (2)クイズ（図３） 
 クイズパートは、『おべんとう
バス』 1)という絵本からヒントを
得て、子どもたちがお母さんにつ
いてきてもらい、バスに乗ってと
んぼ山まで遠足に出かけるという
ストーリーである。前半の発表で
は、遠足に行くために子どもた
ち・お母さんと会場の子どもたち
で“おべんとうばこのうた”の手
遊びをして一緒にお弁当を作る
が、手遊び後に出てきたおべんと
うの絵のパネルに隙間があり、バ
スの運転手が黒いシルエットのおべんとうの具材を会場の子どもたちが当て
るクイズをした。またクイズで当てたトマト、ハンバーグ、たまごやきなど
を入れた新しいおべんとうのうたの手遊びを会場の子どもたちと一緒に楽し
む活動である。 
後半の発表では、バスの運転手さんと子どもたちで「バスごっこ」の歌を
歌いながらバスに乗っている楽しさを表現し、バスに乗っている中で、“乗り
物クイズ”を行い、電車や船が通った音を聞いて、何かを当てるクイズを行
った。到着したとんぼ山で会場の子どもたちとお別れを伝え終了した。 
 (3)人形劇（図４） 
図２.歌唱 
図３.クイズ 
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  人形劇は、なかやみわ作『や
さいのがっこう ピーマンくん
ゆめをみる』 2)を題材に人形劇
を作成した。やさいの子どもた
ちが通う小学校で、なすび先生
とピーマンくんやキャベツく
ん、たまねぎくんなどの野菜た
ちがりっぱな野菜になるための
勉強をしている中で、主人公の
ピーマンくんが不思議な夢を見
る話である。ピーマンなどの登
場人物全員を大きめのフェルト
で作り、背景は模造紙に水溶性
（耐水性）絵具を使用して作成
し、音響効果などもつけ、子ど
もにもわかりやすく伝わるよう
に工夫した。 
(4)ブラックライトパネルシア
ター（図５） 
 ブラックライトパネルシアタ
ーは、カズノ・コハラ作『まほ
うつかいのトビィ』 3)を題材
に、1.5ｍ×3ｍのボードに黒パ
ネルを貼りつけ演じた。多目的
ホールの後ろからでも見えるよ
うブラックライトを下から当
て、幻想的な雰囲気になるよう
にし、音響効果などもつけて演
じた。 
(5)オペレッタ（図６） 
 ショートオペレッタは、香山
美子作『どうぞのいす』 4)を題材
に、登場人物である森の動物た
ちのやさしさやおかしさを歌と
セリフで表現した。うさぎたち
がイスを作って木陰に置き、“自
図４.人形劇(やさいのがっこう) 
図５.ブラックライトパネルシアタ （ーまほ
うつかいのトビィ） 
図６.オペレッタ(どうぞのいす) 
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 由に座ってください”という意味で「どうぞのいす」という立て札を作るの
だが、やってきたロバが“どうぞならばカゴをイスに置かせてもらおう”と
イスの上にどんぐりのカゴを置いて居眠りしてしまう。その次に来たリスが
イスの上のどんぐりをどうぞあげますと勘違いしてしまいどんぐりを食べる
が、「あとの人にお気の毒」と思い、他の食べ物をイスの上に置いていき、
様々な動物たちがそれを繰り返すという展開の話である。最後はロバが目を
覚まし、どんぐりが栗に替わっていることに驚く中、すべての動物が登場し
てテーマ曲を歌いながら終わる形にした。曲は『コーラス・ミュージカル/ど
うぞのいす』 5)を参照した。 
 (6)劇（図７） 
 劇は『長靴をはいたネコ』 6)
を題材に、グリム版とペロー版
の絵本や図書を参考に台本を作
成した。物語は、は末っ子のカ
ラバの父親が亡くなった時に形
見にもらった 1 匹のネコ（レ
オ）が、知恵と度胸を働かせて
一国の王様に関わっていき、レ
オがカラバを王子らしく立ちふ
るまわらせ、人々を説き伏せて
信頼させ、レオが人食い鬼を倒
して、最後はカラバが王様の娘
と結婚することができるというお話である。比較的長い話で 4 歳～小学校低
学年向けの題材であるが、最初にレオが王様に魚を献上したり、カラバ王子
自らが村人と農作業をしていて服が汚れているのは働き者であるとか、村人
にお願いされて人食い鬼の城に出かけた際も、レオと人食い鬼とのかけひき
の中でライオン、ネコ、ネズミに人食い鬼を変身させ、最後はネズミに変身
した人食い鬼をレオか食べてしまうといった会場の子どもたちが人食い鬼が
食べられてよかったという安心感と痛快さを感じるなど、要点となる場面は
逃さずコンパクトに収めた台本を作り、レオの賢さを表す場面やカラバも本
物の王子として幸せになるようにした。小道具は段ボールなどで作成し、音
響効果などもつけ、衣装を準備して登場人物が映えるように工夫した。 
(7)オープニング・エンディング 
 歌唱の発表前に三役が観客に注意事項を伝え、ハンドベルで「きよしこの
夜」を演奏した。またエンディングでは三役が各パート紹介を行いながら学
生が登場し、最後に学生全員で昨年同様に新沢としひこ「虹」を歌った。 
図７.劇(ながぐつをはいたねこ) 
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 4．キッズシアターを通した学生の学び  
12 月 22 日の発表後にレポート課題としてキッズランド・キッズシアターな
どの 1 年間の取り組みについて、学生にふり返りシートのレポート課題を出
した。ここに見られる学生の自己評価は以下の通りであるが、昨年度と同様の
内容は記載せず、新たな内容に限定して挙げることとする。 
1)題材の決定から台本作成について 
・オリジナル作品ではない台本について、演じる側の年齢設定を「お姉さん」
にするのか、もしくは「子ども」にするのかで子どもたちに伝える表現方法が
異なることを学んだ。 
・歌唱やクイズパートでは、オリジナルの台本作りには、一人一人のキャラク
ターに個性を与えることで、子どもたちにわかりやすくストーリーを伝えるこ
とができることを学んだ。 
・自分たちの歌いたい曲を並べるだけでは台本が成立しないので、登場人物・
話の展開と選んだ曲の内容のバランスを見ながら選曲することが大事である
ことを学んだ。 
・題材に登場人物の台詞がなく、ナレーションで展開されていたため、登場人
物の台詞に置きかえて会話でん展開を想像しながら台本の台詞を考えた。 
・会話の台詞が連続するときに、語尾が同じような感じになることを避けた方
が良いことに気づいた。 
・登場人物を行う人が足りない場合、省略した役の台詞を他の役の人が言うこ
とで足りない役を補える方法を知ることができた。 
・物語と向き合い、何度も絵本や原作を読み直すことで、その物語の良さや
内容の深さに触れることができるようになった。 
・台本作りを行う際に、その都度完成版を印刷して保存することで、初期の
段階の台本と、完成形の台本の違いに驚かされた。 
2)子どもたちの前で発表したことによる気づき 
・子どもたちが思ったよりも反応してくれないことに驚いたが、終盤になると
いろいろな答えが返ってきてうれしかった。 
・「どんなサンタさんが来ると思う？」と子どもに投げかけたら「普通のサン
タさん」という返事で、現実的な子どもの考えや予想外の反応にとまどった。 
・午前と午後で子どもの年齢層が異なり、午後の方が年齢が高く少し否定的な
発言をする子どももいたが、反応が返ってくるからこそ演じやすかった。 
・会場の明かりが消えてしまうと子どもの中には泣いたり、不安そうな子ど
もがたくさんいたので、暗転はできるだけ使わない方が良いことを知った。 
・舞台が平坦であるため、観客から見えにくさ、舞台のように高さを見せる
表現がしにくいので、子どもが見やすいようにする必要がある。 
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 3)歌唱・オペレッタパートの学び 
・自分たちが伝えたい曲をオリジナルではないストーリー仕立てにしてまと
めること、また子どもたちの目線に立って、子どもたちにわかりやすい伝え方
を学ぶことができた。 
・歌唱パートがキッズシアターの最初のプログラムで、プログラム全体の導入
であり、その後に続くパートのためにも会場の雰囲気を暖める必要があること
を知った。 
・拍の少し前に言葉を発することで聴き手に言葉をわかりやすく伝えられる
ことや、高い音が出てくるフレーズの前にブレスをしっかり吸うことで高い声
が出しやすくなることを意識するようになった。 
・芝居と台詞の部分をどうバランスよく設定すべきかを学んだ。 
・様々な動物が出てくるときに、しゃべり方、動作などの芝居に変化をつけな
ければ、子どもたちには全て同じ動物に見えてしまうことが分かった。 
・『どうぞのいす』のくり返しの展開は低年齢の子どもにも分かりやすく、ま
た次の展開も予想できる点が楽しいことが分かった。また「どうぞならば遠慮
なく」などのくり返しの台詞がとても大事であることが分かった。 
4)クイズパートの学び 
・台本通りにしゃべるのではなく、子どもたちが返してくる言葉に反応して臨
機応変にアドリブを交えながらストーリーを進めることが重要であると感じ
た。この臨機応変な対応は将来保育者として必要不可欠な力であると思う。 
・流行りのものばかりを取り入れるのではなく、昔からある遊びやクイズも大
事であることを知った。 
・答えがわかった子どもがいるときも、すぐに答えを教えるのではなく、台本
通りに進めて、子どもたちの達成感を引き出すことを知ることができた。 
・手遊び・クイズも大まかな対象年齢があるので、保育者になるのであれば常
にそのことを考えながら手遊び・クイズを選ばなければならない。 
・やってみたい手遊び・クイズではなく、ストーリーを展開する中でそれにふ
さわしい手遊び・クイズを取り入れることで子どもが内容を理解しやすくなる
ことが分かった。 
5)人形劇パートの学び 
・絵本にはない台詞を考えることで、人形劇として子どもたちにわかりやすく
伝えることができることを知った。 
・台本を作成するときに、ナレーションと登場する野菜たちの台詞のバランス
にも気を付けなければならないことが分かった。 
・人形がしゃべっているように見せるためには、大切な台詞や言葉を自分たち
が思っている以上にゆっくりしゃべると子どもたちに聞きやすいことが分か
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 った。 
・人形劇に向いている作品と向いていない作品があり、それを適切に選ばなけ
ればならないことを学んだ。 
・原作の対象年齢が高い年齢設定でしたので、それよりも低い年齢設定するた
めに台詞の言葉をわかりやすく変化させた。 
・野菜の人形を作る時、登場人物に特徴を出すためにリボンを付けるなどの工
夫を行った。 
・台詞を話していないときに、台詞を話している人形の方に顔を向け、うなず
くなどの動作を入れることで「生きている野菜」を演じるように心がけた。 
 6)ブラックライトパネルシアターパートの学び 
・パネルシアターが持つ色彩の美しさが活かせる題材選びをする必要がある。 
・ブラックライトパネルの塗料を使用すると普段使っている絵具とは違う発
色をするので、あらかじめどのような色になるのかを想定しながら色を塗らな
ければならない。 
・パネルのキャラクターをどのようにすれば飛んでいるような動きになるの
かを何度も試して完成させた。 
 7)劇パートの学び 
・既製品に頼らすに手作りでも工夫次第でそれなりの衣装が作れることを学
んだ。 
・自分自身の個性を活かしたお芝居をすることで演技をすることが楽しくな
った。 
・怖い場面などの「恐怖」をどのように子どもたちに伝えたらよいのかを考え
させられた。人食い鬼が食べられる場面は、あっさりレオが人食い鬼を食べて
しまうことで恐怖心ではなく、レオの強さや人食い鬼がいなくなってよかった
という安心感につながったことが分かった。 
・ユーモアや笑いなどは、子どもが話を理解する際のアクセントとなり、雰囲
気がほぐれたり、より登場人物に親近感を持ったり、話の展開にぐっとひき込
む効果があることが分かった。 
8)発表のための製作や会場準備等への気づき 
・会場の案内看板に字を書くだけではなく、字を読まなくても内容がわかる
ように矢印やイラストでわかりやすい案内看板を作成した。 
・ただ単純に出し物を披露するだけではなく、当日参加してくれる子どもた
ちの目線で会場の飾りつけなどを行い、開演する前からワクワク感を演出す
ることも子どもたちのために大切なことであることを知った。また、通路や
段差、照明装置などに対する安全面での配慮も学ぶことができた。 
・照明や音響でも子どもたちが飽きないような仕掛けを工夫した。効果的に
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 BGM や楽器の音を使うことで、子どもたちに飽きさせない方法を学んだ。 
・予算も限られて、発表会場も大きな会場ではないが、保育の現場に近い条
件で活動できたので将来につながると思った。 
9)練習やリハーサルを通じての気づき 
・腹式呼吸を使って台詞を言うことや、歌うと喉に負担がかからずに声を保
つことができることが分かった。 
・リハーサルの動画を見ることで、意外とイメージしているような演技がで
きていないことが分かり、動画を撮り客観的に見ることが有効である。 
10)キッズシアター全体を通じて身についたこと 
・パート活動を行う中で、自分の意見をわかりやすく相手に伝えられるよう
になった。また相手の意見も踏まえて、どのようにすればよい案になるかを
話し合いながら形にすることができるようになった。 
・他のパートの発表を見てコメントを書くときに、最初は簡単な感想しか書
けなかったが、徐々に具体的なアドバイスが書けるようになり、その感覚を
パート内にも活かすことができるようになった。 
・人前に出て恥ずかしいと思わずに表現できるようになれた。人前で表現する
ことが怖くなくなった。 
・パートでこの活動を通して何を子どもたちに伝えたいのか、ねらいをはっ
きりさせてから練習や発表をしなければならないことを学んだ。 
・パート活動を行うことで、見通しを立てて行動しなければならないことを
気づかされた。この経験は、将来保育者として働く際にも見通しを立てて仕
事をすることにつながる学びであった。 
・キッズシアターでは、すべての人が演じて、裏方や大道具、小道具も担当
しなければならないので、パート活動の際に進行状況のバランスを見ながら
活動を進める必要があることを学んだ。 
・パート活動においてリーダーだけが仕事の負担を抱えるのではなく、他の
メンバーに協力をしてもらうことで円滑にパート活動が行えると気づいた。 
・指摘されたときに落ち込むのではなく、改善できるチャンスだと捉えるこ
とを学んだ。 
・キッズシアターの活動を通して、自分に自信が持てるようになれた。 
・キッズシアターを成功させるために、パート内の団結力が高まった。 
 
5．キッズシアター当日の会場アンケートによる評価 
キッズシアターでは来場した保護者や子どもにアンケートを実施したが、
回答は午前・午後合計 70 通であった。主な自由記述は、「学生のいきいきと
した表情、表現、そのための細やかな計画、準備などに大変感銘を受けた」
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 「本当にすばらしい発表だった」「地域の子どもたちに是非もっともっと見せ
てあげたいと思った」「1 年生とは思えないほど、質の高い内容であった」な
どの回答が寄せられた。 
 
6．おわりに 
「保育内容演習Ⅰ・Ⅱ」の授業は、キッズランド・キッズシアターの計画
と実践を中心に、昨年度の改善点を踏まえてよりよい授業内容となるように
進めてきた。昨年度の実践は、教員も学生もそのゴールが見えない中で模索
する形でやりとげた 1 年目であったが、今年度は昨年の授業履修者である 2
年生とのつながりを指導上の工夫として試行してきた 2 年目であった。 
今年度も発表後にキッズシアターを見に来られた参観者から発表依頼の要
請があり、学生の学びの場の広がりとして松江養護学校小学部の児童を本学
表現演習室に招待してキッズシアターのショート版を発表したり、松江市保
育所(園)保護者会連合会主催イベント「おいでよ！わくわくパーク」におい
てキッズシアターの内容を部分的に発表した（島根県立美術館イベント「ミ
ュージアムフェスティバル 2020」は中止）。また、令和 2 年 5 月 16 日には、
しまね文化振興財団：2020 国際子どもと舞台芸術未来フェスティバル IN し
まね「子どもアート Day」実行委員会主催の「子どもアート Day」においてキ
ッズランド（あそびのブース）とキッズシアター（みる・きくブース）を全
学生で発表予定であり、学生の学びが地域でも認められつつある。次年度の
「保育内容演習Ⅰ・Ⅱ」の授業に向けても、今年度の状況を踏まえ授業の改
善を図っていきたい。 
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